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１．はじめに 

太陽光発電は，環境負荷が小さく導入が容易なこ

とから住宅などに広く普及している。しかし，太陽電

池（PV：Photo Voltaic）モジュールは，長期にわたって

屋外で暴露されるため，排気ガスや黄砂，など様々

な汚染物が付着する。汚染物の付着によって日射が

遮られ発電電力が低下する。発電量を維持するため

には定期的に人の手による PV モジュール表面の洗

浄を行う必要がある。しかし，人の労力を要し，高所

作業による危険が伴うので，最小限の労力でPVモジ

ュールの発電電力量が低下するのを防ぐ必要がある。

そこで，防汚効果を有する分子結合チタニアシリカ光

触媒（㈱アサカ理研製，以下 PV 用光触媒）を用いる

ことで PVモジュール表面の防汚を試みる[1]。 

本研究では，2種類の光触媒を塗布したPVモジュ

ールおよび無塗布 PVモジュールにおける積算電力

の比較を行い，セルフクリーニング効果を検証した。 

 

２．本研究に用いる光触媒の特性 

光触媒は，光（紫外線）を受けることで生じる強い

還元反応を利用して，有機物を分解する機能がある。

また，表面に水が付着すると水滴にならず汚染物質

の下に入り込み，汚れを流し落とすことができる[2][3]。 

本実験で用いた PV 用光触媒は，酸化ケイ素と酸

化チタンが化学的に結合している「チタニアシリカ」と

呼ばれるコーティング剤である。 

 

３．実験方法 

本実験は，単結晶 PV モジュールを使用する。PV

モジュールを 3 枚用意し，１枚目は無塗布のまま，2

枚目は PV用光触媒を塗布したもの，3枚目はガラス

用光触媒を塗布したものを実験に用いる。今回は各

月の平均積算電力を比較した。実験システムは，PV

モジュールと最大電力点追従（MPPT）制御回路，バ

ッテリ，巻き線抵抗，Power Analyzer で構成される。

PVモジュールの発電電力は，Power Analyzerを用い

て測定を行う。  

 

４．実験結果 

図1はそれぞれ 2013年4月から 11月までの各月

の平均積算電力を示す。図1よりPV用光触媒＞ガラ

ス用光触媒＞無塗布の順に発電電力量が多いことが

わかった。 

表 1 より無塗布を基準としたときの PV 用光触媒，

ガラス用光触媒の発電電力の差を比較した。比較し

た結果、各月ともPV用光触媒の方がガラス用光触媒

に比べて発電電力が高いことがわかった。 

 

５. まとめ 

 本研究では，各単結晶 PV モジュールにおける各

月の積算電力を明らかにした。その結果 PV 用光触

媒を塗布するとセルフクリーニング効果が発揮されて

いることを確認した。PV用光触媒とガラス用光触媒を

比較すると，PV 用光触媒を用いると，よりセルフクリ

ーニング効果が高いことを確認した。 

 今後も PVモジュールの長期自然暴露を継続実施

し，セルフクリーニング効果を検証する予定である。 
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図 1 各月の平均積算電力 

 

 

表 1 無塗布を基準とした時の発電変化率 

月 (1) PV用光触媒[%] (2) ガラス用光触媒[%] (1)と(2)の差分 

4 4.03 0.38 3.65 

5 6.12 0.69 5.43 

6 6.67 1.37 5.3 

7 6.2 1.13 5.07 

8 7.02 1.7 5.32 

9 1.12 0.63 0.49 

10 2.28 0.27 2.01 

11 0.53 0.65 -0.12 
 

 

0

200

400

600

800
4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 

各
月
1日

あ
た
り
の
積
算
電
力

[W
h]
 

PV用光触媒 ガラス用光触媒 無布 


